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１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 6,894 89.4 555 108.0 527 100.9 332 98.6

2025年３月期第３四半期 3,641 9.8 266 △31.4 262 △41.4 167 △46.6
(注) 包括利益 2026年３月期第３四半期 467百万円( 180.0％) 2025年３月期第３四半期 167百万円( △46.5％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 44.49 44.40

2025年３月期第３四半期 22.46 22.42

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 10,863 3,040 27.9

2025年３月期 10,614 3,841 29.1
(参考) 自己資本 2026年３月期第３四半期 3,026百万円 2025年３月期 3,083百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 12.00 12.00

2026年３月期 － 0.00 －

2026年３月期(予想) 15.00 15.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,000 45.0 750 10.6 750 13.4 490 15.6 65.73
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 -社（社名） - 、除外 -社（社名） -

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期３Ｑ 7,872,000株 2025年３月期 7,872,000株

② 期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 401,790株 2025年３月期 416,790株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 7,463,664株 2025年３月期３Ｑ 7,442,340株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における国内の学校教育を取り巻く環境として、小学校・中学校においては、学習活

動の一層の充実及び主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を目指し、GIGAスクール構想が文部科学省に

よって推し進められ、第２期（2024年度～2028年度）の整備が2025年度に全国で本格的に実施されている状況で

す。大学においても、DX推進が叫ばれており、各校が主体的に学修及び情報基盤の両面で環境整備を進めておりま

す。

このような市場動向のもと、当第３四半期連結累計期間の売上高は6,894,913千円（前年同期比89.4％増）、営業

利益は555,146千円（前年同期比108.0％増）、経常利益は527,280千円（前年同期比100.9％増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は332,035千円（前年同期比98.6％増）となりました。

なお、トラストコミュニケーション株式会社および株式会社オキジムの連結により、販売費及び一般管理費に含

まれるのれん償却額が、前年同期比で48,024千円増加しております。営業外損益においては、銀行借入に伴う支払

利息が前年同期比で33,815千円増加しております。

また、株式会社オキジムの株式を追加取得することを目的として金融機関より新規に借入をおこなったことに伴

う資金調達費用12,000千円を計上しております。

一方で、子会社が保有する株式を売却したことにより、投資有価証券売却益51,558千円を計上しております。

なお、第２四半期連結会計期間より一部の報告セグメントの名称の変更をしており、当第３四半期連結累計期間

の比較・分析は変更後の名称に基づいて記載しております。詳細は、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。

(小学校・中学校部門)

小学校・中学校部門においては、GIGAスクール第２期において通信ネットワーク環境の改善が求められてい

ることを背景とした無線通信可視化・安定化ソリューション「Tbridge」の需要が引き続き堅調でした。また、

夏休み期間を経て端末整備が本格化し、授業支援ツール「InterCLASS Cloud Advance」・運用管理ツール

「InterCLASS Console Support」などの一定期間にわたり計上される収益が増収要因となりました。

加えて、株式会社オキジムの連結により前年同期比で増収となり、セグメントでは前年同期比増収増益とな

りました。

以上の結果、売上高は2,077,188千円（前年同期比54.4％増）、セグメント利益は320,976千円（前年同期比

91.3％増）となりました。

(高等学校・大学部門)

高等学校・大学部門では、学校ICT事業における統合ID管理システム「ExtraConsole」の導入及び構築案件が

増収に寄与した他、九州エリアの大学における大型システムリプレイス案件により増収となりました。加えて、

高精細映像配信機器「S600-OP」が、多目的な授業スタイルに柔軟に適応できる点が支持され、PC/CALL教室や

アクティブラーニング教室の整備需要を背景に引き合いが増加し、増収要因となっております。

また、学校公演事業において高等学校向けの公演が増加したことも前年同期比での増収要因となり、セグメ

ントでは前年同期比増収増益となりました。

以上の結果、売上高は2,040,557千円（前年同期比23.3％増）、セグメント利益は193,029千円（前年同期比

104.5％増）となりました。

(企業・官公庁部門)

企業・官公庁部門においては、行政機関や企業向けの什器・事務機器販売が増加したことに加え、トラスト

コミュニケーション株式会社及び株式会社オキジムの連結によって、前年同期比増収増益となりました。

以上の結果、売上高は2,777,167千円（前年同期比333.0％増）、セグメント利益は41,141千円（前年同期

762.7％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における資産の額は、10,863,915千円（前連結会計年度末は10,614,789千円）とな

り、249,126千円増加しました。これは主に、現金及び預金の増加506,504千円、売掛金の減少571,714千円及びのれ

んの減少178,508千円があったことに加え、投資有価証券の時価評価額の増加等によって投資その他の資産が

530,694千円増加したことによるものです。

負債の額は、7,823,437千円（前連結会計年度末は6,773,624千円）となり、1,049,812千円増加しました。これは

主に、借入金（短期借入金及び長期借入金）の増加946,221千円があったことに加え、契約負債が355,726千円増加

したことによるものです。なお、借入金（短期借入金及び長期借入金）の増加のうち、1,200,000千円は株式会社オ

キジムの株式の追加取得を目的として新規に借入をおこなったものであります。また、現在進行しているGIGAスク

ール第２期における整備を受け、小学校・中学校向けに展開している当社運用サービスに係る契約負債が過去3期の

減少傾向から増加に転じ、今後一定期間にわたり計上される収益として寄与する見通しとなりました。

純資産の額は、3,040,478千円（前連結会計年度末は3,841,165千円）となり、800,686千円減少しました。これは

主に、資本剰余金が48,594千円減少、利益剰余金が70,085千円減少、非支配株主持分が743,163千円減少したことに

よるものであります。資本剰余金、利益剰余金及び非支配株主持分の減少は、主に株式会社オキジムの完全子会社

化によるものです。なお、利益剰余金の変動のうち、親会社株主に帰属する四半期純利益計上に伴い332,035千円増

加し、配当金支払いに伴い89,462千円減少しております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、2025年５月15日付「2025年３月期決算短信〔日本基準〕(連結)」において公表いたし

ました通期の業績予想から修正は行っておりません。

なお、業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は、今後様々な要因によ

って、予想数値と異なる場合があります。



チエル株式会社(3933) 2026年３月期 第３四半期決算短信

4

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,135,963 3,642,467

売掛金 1,417,493 845,779

電子記録債権 3,049 -

有価証券 50,000 -

商品 507,586 507,286

仕掛品 14,429 628

貯蔵品 14,084 13,306

その他 1,079,876 1,167,579

貸倒引当金 △369 △578

流動資産合計 6,222,115 6,176,470

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,047,823 1,047,823

減価償却累計額 △716,352 △733,013

建物及び構築物（純額） 331,471 314,810

機械装置及び運搬具 105,152 99,327

減価償却累計額 △76,171 △74,981

機械装置及び運搬具（純額） 28,981 24,346

工具、器具及び備品 263,581 252,245

減価償却累計額 △186,423 △177,853

工具、器具及び備品（純額） 77,158 74,392

土地 1,181,932 1,181,932

リース資産 - 18,960

減価償却累計額 - △1,580

リース資産（純額） - 17,380

有形固定資産合計 1,619,544 1,612,861

無形固定資産

ソフトウエア 269,925 193,477

ソフトウエア仮勘定 - 25,715

のれん 1,081,983 903,474

その他 0 0

無形固定資産合計 1,351,909 1,122,668

投資その他の資産 1,421,220 1,951,914

固定資産合計 4,392,673 4,687,444

資産合計 10,614,789 10,863,915
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 803,036 574,265

電子記録債務 184,962 56,576

短期借入金 392,372 608,909

未払法人税等 177,273 69,122

契約負債 1,907,353 2,263,079

賞与引当金 126,589 81,015

役員賞与引当金 14,025 8,362

1年内償還予定の社債 - 20,000

その他 596,533 716,728

流動負債合計 4,202,144 4,398,060

固定負債

社債 80,000 50,000

長期借入金 1,415,751 2,145,435

退職給付に係る負債 235,953 226,065

役員退職慰労引当金 131,000 131,000

その他 708,775 872,876

固定負債合計 2,571,479 3,425,376

負債合計 6,773,624 7,823,437

純資産の部

株主資本

資本金 336,572 336,572

資本剰余金 85,167 36,572

利益剰余金 3,075,248 3,005,162

自己株式 △413,082 △398,215

株主資本合計 3,083,905 2,980,091

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △17 46,272

その他の包括利益累計額合計 △17 46,272

新株予約権 14,114 14,114

非支配株主持分 743,163 -

純資産合計 3,841,165 3,040,478

負債純資産合計 10,614,789 10,863,915
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

売上高 3,641,089 6,894,913

売上原価 1,721,172 3,811,171

売上総利益 1,919,917 3,083,741

販売費及び一般管理費 1,652,994 2,528,595

営業利益 266,922 555,146

営業外収益

受取利息 736 3,520

受取配当金 1,391 5,258

持分法による投資利益 5,734 -

保険解約返戻金 - 3,820

出資金運用益 2,055 97

助成金収入 2,115 5,812

その他 1,005 3,818

営業外収益合計 13,038 22,327

営業外費用

支払利息 975 34,791

資金調達費用 12,000 12,000

持分法による投資損失 - 1,668

為替差損 4,560 1,260

その他 - 473

営業外費用合計 17,536 50,193

経常利益 262,424 527,280

特別利益

固定資産売却益 - 82

資産除去債務履行差額 - 1,960

投資有価証券売却益 - 51,558

関係会社株式売却益 - 4,212

特別利益合計 - 57,813

特別損失

固定資産売却損 - 402

減損損失 - 0

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 402

税金等調整前四半期純利益 262,424 584,691

法人税等 95,245 207,013

四半期純利益 167,179 377,677

非支配株主に帰属する四半期純利益 - 45,642

親会社株主に帰属する四半期純利益 167,179 332,035
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

四半期純利益 167,179 377,677

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △115 90,127

その他の包括利益合計 △115 90,127

四半期包括利益 167,063 467,804

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 167,063 378,325

非支配株主に係る四半期包括利益 - 89,479
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の
総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日
効力
発生日

配当の
原資

2024年
５月27日
取締役会

普通株式 51,989 7.0
2024年
３月31日

2024年
６月28日

繰越利益
剰余金

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

2014年６月25日開催の株主総会決議に基づき発行した第３回新株予約権の当第３四半期連結累計期間の行使に

よる自己株式の処分4,800株により、自己株式が4,757千円減少し、その他資本剰余金が4,157千円減少しました。

また、2021年６月25日開催の取締役会決議に基づき、2021年７月13日に発行した第７回新株予約権の当第３四

半期連結累計期間の行使による自己株式の処分1,000株により、自己株式が991千円減少し、その他資本剰余金が

190千円増加しました。

また、2024年７月８日開催の取締役会決議に基づき、2024年７月26日付で、譲渡制限付株式報酬として自己株

式19,300株の処分を行い、この結果、当第３四半期連結累計期間において、自己株式が19,128千円減少し、その

他資本剰余金が7,220千円減少しました。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が413,082千円、その他資本剰余金が48,594千円と

なっております。

当第３四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の
総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日
効力
発生日

配当の
原資

2025年
５月26日
取締役会

普通株式 89,462 12.0
2025年
３月31日

2025年
６月30日

繰越利益
剰余金

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

2025年７月14日開催の取締役会決議に基づき、2025年７月30日付で、譲渡制限付株式報酬として自己株式

15,000株の処分を行い、この結果、当第３四半期連結会計期間において、自己株式が14,866千円減少し、その他

資本剰余金が3,481千円減少しました。

また、2025年11月28日付けで連結子会社である株式会社オキジムの株式を非支配株主から追加取得し、資本剰

余金が357,890千円減少しております。なお、その他資本剰余金の残高が負の値となったため、その他資本剰余金

を零とし、当該負の値を利益剰余金から減額しております。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が398,215千円、その他資本剰余金が零となってお

ります。
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（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント 四半期連結
損益計算書
計上額

小学校・中学校
部門

高等学校・大学
部門

企業・官公庁
部門

計

売上高

外部顧客への売上高 1,345,075 1,654,594 641,419 3,641,089 3,641,089
セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ － － － －

計 1,345,075 1,654,594 641,419 3,641,089 3,641,089

セグメント利益 167,767 94,385 4,768 266,922 266,922

(注) セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント 四半期連結
損益計算書
計上額

小学校・中学校
部門

高等学校・大学
部門

企業・官公庁
部門

計

売上高

外部顧客への売上高 2,077,188 2,040,557 2,777,167 6,894,913 6,894,913
セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ － － － －

計 2,077,188 2,040,557 2,777,167 6,894,913 6,894,913

セグメント利益 320,976 193,029 41,141 555,146 555,146

(注) セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当社は、第２四半期連結会計期間より、従来「その他」の区分としていた報告セグメントの名称を「企業・官公庁部

門」に変更しております。セグメント名称のみの変更であるため、セグメント情報に与える影響はありません。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの名称で記載しております。
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（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年 4月 1日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年 4月 1日
至 2025年12月31日)

減価償却費 130,312千円 173,845千円

のれんの償却額 42,734千円 90,758千円

（企業結合等関係）

共通支配下の取引等

子会社株式の追加取得

(1) 取引の概要

① 結合当事企業の名称及びその事業の内容

結合当事企業の名称：株式会社オキジム(当社の連結子会社)

事業の内容 ：・ＯＡ機器、複合機、その他事務用機械器具一切、事務用品、文具全般の販売及び賃貸

借並びに修理

・パソコンと周辺機器の販売及び修理並びに賃貸借

・各種ソフトの販売・サポート並びに賃貸借

② 企業結合日

2025年11月28日

③ 企業結合の法的形式

非支配株主からの株式取得

④ 結合後企業の名称

変更ありません。

⑤ その他取引の概要に関する事項

追加取得した株式の議決権比率は48.3％であり、当該取引により株式会社オキジムを当社の完全子会社といた

しました。当該追加取得は、同社と一層の連携の強化を図るために行ったものであります。

(2) 実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」に基づき、

共通支配下の取引等のうち、非支配株主との取引として処理しております。

(3) 子会社株式の追加取得に関する事項

取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 1,256,622千円

取得原価 1,256,622千円

（重要な後発事象）

該当事項はありません。


